
項目 総合 項目 総合

学校や家庭、地域等が一体となって取り組む
教育を推進する。（ＰＴＡ活動）
・地域の人的、物的資源の積極的な活用
・家庭と連携した健康教育、食育の充実
・地域学校協働活動推進委員等を生かしたＰＴ
Ａ活動の活性化

３

・　保護者や地域の人に、生活科・社会科・総合的な学習の時
間等の講師を依頼した。
・　養護教諭からの保健便り、外部講師を招いての食育授業の
ホームページでのお知らせ等をとおして、家庭へ健康教育・食
育の啓発を行った。

３

・　保護者や地域の人で学習の講師となる人の情報を集め、更
に活用してもらいたい。
・　家庭により、食育に関しての温度差が消えないため、興味を
もち、積極的に取り組める講習を行ったり、情報の提供を継続し
てもらいたい。
・　地区の方・保護者の協力、外部講師等、様々な工夫がなされ
ているのを感じます。

読書活動を推進する。
・学校図書館活用の充実
・町立図書館との連携
・ファミリー読書の推進 ３

・　町図書事務が中心となり、使いやすい学校図書館の設営に
努めた。また、今年度は、図書購入候補の図書を展示し、全児
童から読みたい本の希望をとり、図書を購入した。
・　町立図書館から２カ月に１回団体図書貸出を受けた。また、
学習に必要な図書はリクエスト本として、町図書館から借りてい
る。
・　６月と１１月には、ファミリー読書期間を設け、家庭で読書に
親しむ機会を設定した。

３．３

・　児童の図書への興味が出るように、図書室の活用法の検討
を続けてもらいたい。
・　図書室の雰囲気はとてもよいと思う。
・　学校図書館の充実を感じます。親しみやすい室内の様子、
飾り付け、図書の展示の仕方等工夫され、とても楽しい雰囲気で
す。

人権を尊重し豊かな心を育む教育を推進す
る。
・「山本小当たり前のこと３か条」の指導を中心と
した基本的生活習慣の定着
・いじめの未然防止及び自他の生命を大切に
する道徳教育及び人権教育の推進

３

・　山本小当たり前３か条は、学校ではほぼ実践できるように
なっている。しかし、家庭や地域でのあいさつはまだ不十分な
ので、家庭にも啓発しながら、継続的に指導を行っているところ
である。
・　毎月実施している教育相談アンケート及びハートフル委員
会をとおして、いじめの早期発見に努めている。「いじめ」と認
識できるケースはほとんどないが、教育相談等をとおして望まし
い人間関係が醸成できるように指導・助言を行っている。

３

・　学校以外での山本小当たり前３か条の実践があまりできてい
ないことは以前から分かっており、改善できていないことに問題
があり、地域の人や家族に協力を強く訴える方法を考えないとい
けないと思う。
・　アンケートのいじめ防止について、保護者と先生方の達成度
の差が大きいようですが、保護者への情報発信等をさらに行っ
てはと思います。

特別支援教育を推進する。
・校内組織の充実及び関係機関との連携
・個別の教育支援計画、指導計画の共有及び
その活用 ３

・　特別支援教育コーディネーターを中心に、校内支援体制を
構築しているところである。また、誰もが実態に応じた指導・支
援ができるように校内研修（事例研）にも取り組んでいる。
・　病院・スクールカウンセラー・宮崎県発達障害者支援セン
ター・特別支援学校等と連携し、児童の指導・支援にあたって
いる。
・　特別な教育的支援が必要な児童については、個別の教育
支援計画・指導計画を作成し、指導にあたっている。

３

・　特別支援教育コーディネーターを中心に、特別支援教育にと
ても力を入れられていることは、特別支援教育を必要とする児童
の成長を見ることのできる人は感じられると思うが、取組の現状
があまり表に出てきていないので、理解されていない人もいるよ
うに思われる。
・　校内研修、各機関との連携、個別の計画等、手厚く行われて
いるのを感じます。

郷土を愛し地域社会に参画する態度を育む
教育を推進する。
・「ふるさと学習」の充実
・「みどりの少年団」の活動の充実
・川南町（山本地区）ならではの行事への積極
的な参加の推進

４

・　新型コロナウイルス感染症により、地域の行事は中止にな
り、児童は参加の機会がなかった。
・　登り口奴踊り保存会に協力を得て、全児童が奴踊りを継承
し、保存会の方々と一緒に運動会で発表している。
・　生活科や社会科、総合的な学習の時間で地域人材や地域
素材を活用し、地域の一員としての自覚を高めている。
・　みどりの少年団活動で花を育てたり、校内や山本地区コミュ
ニセンター周辺の清掃活動に取り組んだりしている。一人一鉢
で育てた花は、家庭やコミュニセンターに飾り、家庭や地域を
明るくしている。

３．３

・　コロナが１日でも早く終息し、以前のように郷土を愛し、地域
社会に参画できる態度を育む教育を積極的に推進してもらいた
い。
・　新型コロナウイルス感染症のため、行事の中止が重なり、児
童には残念な年だったと思いますが、奴踊り他、地域の方々の
協力、みどりの少年団活動等、経験はたくさんできたのではない
かと思います。

社会の変化に対応した多様な人財を育む教
育を推進する。
・ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴの活用
・ＩＣＴ活用指導力の向上
・ＡＬＴ活用による国際理解教育の推進

４

・　今年度、一人一台のタブレットが配付され、児童も発達段階
に応じて使用することになった。校内だけでなく、ＧＩＧＡスクー
ルサポーター等を活用した研修を重ね、職員のＩＣＴ活用指導
力は向上した。
・　週１回のＡＬＴと連携した授業により、児童の英語によるコミュ
ニケーション力は向上している。

４

・　ＩＣＴの活用と英語になじむことは今後必ず必須となってくるた
め、更なる指導力の向上を期待したい。
・　ＩＣＴの活用は、ますます増えてくると思います。先生方の研
修もお忙しいなか、行われていることと思います。ありがとうござ
います。

安全、安心な教育環境の整備・充実に努め
る。
・新型コロナウイルス感染症対策の徹底
・安全に関する危険予知・回避能力の育成
・安全教育・防災教育の充実

４

・　毎朝の検温、マスク着用、手洗い・うがい、こまめな消毒・換
気等は児童にも定着している。また、毎日、職員による教室内
外の消毒も行っており、感染対策の徹底は図られている。
・　避難訓練、集会や放送等による安全指導等をとおして、危
機予知・回避能力の育成が図れた。職員についても、危機管
理意識が高まっている。

４

・　感染症予防の対策や災害時の対応力の向上を目指した訓
練を継続して実施してほしい。
・　新型コロナウイルス感染症対策の徹底、日々大変だと思いま
すが、よろしくお願い致します。アンケートでも保護者の評価も高
く、先生方の努力のお陰かと思います。

家庭教育支援の充実に努める。
・家庭教育の支援
・個人面談等を生かした子育て不安等の解消

・　夏休みに全児童の保護者と個人面談を行い、保護者の願
いや悩みを聞き、助言や支援を行った。
・　家庭教育学級で、SNSやLGBTの講演会を実施し、子育てに
役立つ情報提供を行った。

令和３年度　学校関係者評価書　（川南町立山本小学校）

項目 評価指標　及び　具体的目標 自己評価結果の考察・分析および改善策等 学校関係者評価委員の意見
自己評価

３

Ⅰ　町民が生涯を通じて学び、教育に参画する社会づくりの推進

１

２

・　少人数の特色を生かした個人に寄り添った支援が行えている
ことで、子どもの成長を保護者も安心して見守ることができてい
る。
・　ＬＧＢＴの講演会には、地区民への参加呼びかけもあり、出席
者も多かったように思います。今後も地区を含めた取組をお願
いしたい。

３．５

３

３．３３．３

教職員の資質向上と働き方改革の推進に努
める。
・教職員の業務の軽減
・教育活動の質の改善
・コンプライアンス遵守の徹底

・　留守番電話が設置されたり、個人の携帯電話等での保護者
とのやり取りが制限されたりしたことを保護者に伝えたことによ
り、夜間や休日の電話対応が減った。また、文書等をデータ
ベース化したことで、業務の軽減を図ることができた。
・　年に2回のコンプライアンス研修を始め、毎週の終礼でコン
プライアンス遵守の徹底を図った。今年度、コンプライアンス違
反に係る案件はない。

Ⅳ　文化やスポーツに親しむ社会づくりの推進

１

学校体育の推進に努める。
・学校体育の充実による体力向上
・地域スポーツ団体との連携や国民文化祭へ
の参加の推進

・　体育主任が作成した体力向上プランを全職員で共有し、各
学年の実態に応じた運動を取り入れながら体育の授業を構成
し、体力の向上を図った。
・　新型コロナウイルス感染症の拡大により、地域スポーツ団体
との連携は図れなかった。体育だけではなく、プロジェクト委員
会が計画した昼休みの「みんなで遊ぶ日」などを実施し、遊び
をとおした運動の推進を図り、スポーツに親しむ意識を高めた。
・　全児童が国民文化祭・芸術文化祭向けた作品に取り組ん
だ。

３ ３

３．５

３１

２

・　生活科や総合的な学習の時間に、川南保育園との交流活
動を行った。
・　社会科や総合的な学習の時間には、地域人材を活用し、
様々な仕事への理解を深めた。
・　行事に向けての抱負や行事後の感想などをキャリアパス
ポートに記入させ、発達段階に応じた「かかわる力」「見つめる
力」「追究する力」「見通す力」の育成に努めた。

６

７

・　学習量を無理に増やしたり、問題のレベルを上げたりすること
なく、自分でしっかりやれたことを体験させる学習法は、児童の
やる気につながっていると思うので、良い取組ではないかと思
う。
・　ＧＩＧＡスクール構想に向けた具体的なＩＣＴの活用現場を保
護者に積極的に公表して理解を深めてほしいと思う。
・　アンケートでは学習面の保護者の評価がとても高いようです。
先生方の努力の賜かと思います。タブレット等今後ますます利用
が促進されるのではないかと思います。

・　川南保育園との積極的交流の実践と地域の人を活用した
キャリア教育を行ってもらいたい。
・　様々な経験・活動に取り組み、成長する力を育んでいるように
思います。

３

３．３

１

２

３

４

５

３

・　昨今の児童の身体能力の低下や体力低下が気にはなってい
る。
・　体育の授業の内容の更なる見直しや楽しみながら体を動か
せる機会を増やすなどの取組を望みたい。
・　国民文化祭や芸術文化祭へ積極的な作品の出品やたくさん
の表彰を受けたことはすばらしい成果だと思う。
・　昼休みの「みんなで遊ぶ日」というのは面白そうですが、どん
なことをされたのでしょうか。小規模校ならではの取組も楽しいな
と思いました。学年に応じた体力は、先生方と保護者で達成度
に差があるように思います。

・　働き方改革の推進は、先生方の働きやすさの向上、負担の
軽減ができるようであるが、業務時間以外の連絡を取る手段が
ないことで、急ぎの連絡を取りたい時に不安を感じている保護者
がいるのではないかと考える。
・　働き方改革は、先生という職業上、難しい面も多々あるのでは
と思いますが、少しずつでも進め、先生不足の解消に繋げて頂
きたいと思います。

関係者評価

３．７

３．３

３．３

３．３

３

Ⅲ　教育を支える体制や環境の整備・充実

キャリア教育を推進する。
・幼保小中との連携を図り、キャリアパスポート
の活用
・学年の発達段階を考慮したキャリア教育の見
直しと計画的な実施

確かな学力を育む教育を推進する。
・「分かった、できた」と児童が自信をもって言え
る授業改善及び家庭学習の充実
・ＧＩＧＡスクール構想に向けたＩＣＴの活用

・　夏休みの学力向上研修で、全ての学級における授業や家
庭学習の課題を明らかにし、授業改善及び家庭学習の充実の
手立てを考えた。手立ての一覧を全職員に配付するとともに、1
月には改善状況の確認をした。
・　全国学力学習状況調査やみやざき小中学校学習状況調
査、各単元テスト等を分析し、復習が必要な単元の課題を準備
し、学力の定着を図った。
・　研究主任が中心となり、タブレット等ＩＣＴを活用した効果的
な指導方法についての研修を何度も行ったことにより、教職員
のスキルが向上した。授業でも積極的に取り入れている。

Ⅱ　社会を生き抜く基盤を培い、未来を担う人財を育む教育の推進

３


